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摂食障害治療 ー ー ーのための の 引き  

 

はじめに 

2 度から 摂食障害治療 ン ー が ートし、2 1 2

に 機 として摂食障害 基 ン ー（基 ン ー）が されました。2 1

1 には 、 に、12 には に、そして 2 1 1 には にそれ

れ 摂食障害治療 ン ー （ ン ー）が されました。 

 

ン ーでは、 摂食障害治療 ー ー ー （ は 健 、心理 、

、 健 ）が かれ、それ れの の患者さんやご家族、 療、 健、

機 、 の方な からの を受け、受診 の や、対応の 方の 、情報 な

の を行っています。基 ン ーでは、 ン ーでの を し、 ・

分 しています。 

 

本 引きは、 摂食障害治療 ー ー ー が ン ーでの に

使用するために、また、これから ー ー ーになる方の や のために、摂食障

害の理解や、 の 意点、基本的な対応の 方をまとめたものです。 ン ー以

の での に使用した場合や、摂食障害治療 ー ー ー以 の

者が使用した場合には、 が しない場合や、不 分な 分もあるかもしれません。 

 

本 引きは、 の分 にもと き、 摂食障害治療 ー ー ー を

ン ー と基 ン ー とが を重 て しました。 の

（ え 、 の摂食障害 点病院や、 健 ン ー ）でも く使用でき、

に つものにするために、さらに 、 定を重 ていきたいと考えています。 
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 の相談 の  

 
摂食障害の では、患者さん・ご家族・ 者からの な に対応し、患

者さんの早 見と受診につな る が求められます。 

摂食障害の として、 受診 や治療 が いことが られています。その理

の つは、自分が病気であるという認 （病 ）が いことや、また病 がある場合でも、

を 気持ちがある 方で、治すのが怖い・治りたくないという気持ちがあるという

的な感情が 在することです。このような患者さんやそのご家族からの では、摂

食障害についての しい や治療についての情報を伝えることや、 への ー

ンを めることが求められます。また、過食や嘔吐をしていることを に られるのが

恥ずかしいと考える もいますので、そのような気持ちへの配慮が必要です。 

さらに、患者さんが の病院や診療 を受診すべきかの に うことも受診を る

要 となっています。摂食障害は ・心療 ・ ・ な 様々な診療 で

治療が行われていますが、これらの診療 であっても によっては摂食障害に対応して

いないことがあります。 方で 性の い治療を受けられる の は限られており、

診 の が るのが難しかったり、診 を受けるまで い たなくてはならなかっ

たりすることが少なくありません。 の 療機 の 情を まえた で、患者さんの病

状や かれた状 を し、その に な 療機 を することは の重要な

です。 

後に、 には患者さんやご家族からの でだけではなく、 療機 ・学 ・

行 機 な 摂食障害に する や 家からの もあるかもしれません。 な

情報 を行うとともに、 の を し、それを 療 につな ていくことも

の の つです。 
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 摂食障害の の 者は、摂食障害についてある 度の を に着けておく必

要があります。ここでは、 者に必要な 低限の を 説します。より しい

を たい場合には、 摂食障害 基 ン ー が した 摂食障害情報ポー ル イ

ト： に けと 家 けに分けてより しい情報が されて

いますので参 して下さい。 い合わせに対して情報ポー ル イトを参考に するこ

とや、 イト自体を することもよい方法です。 

 
） か 

 摂食障害は食行動 とそれに う認 や情動の障害を主な とした 患で、主なも

のとして 性やせ症・ 性過食症・過食性障害があります。 

表 ：摂食障害の分  
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）  

性やせ症 では体重や体 の感じ方が障害されています。患者さんは明らかにやせ

ているにもかかわらず、それを と感じられません。やせるために食 や ーを制

限しますが、その反動として過食する もいます。嘔吐をしたり、下剤を使ったりして体重

が えないようにする もいます。以前は、拒食症・ 性 食 症な と れてきまし

たが、日本 の 患の分 と診 の 引 においては 性やせ症 が

になっています。 

体症状としては、 下限を下 るやせがあります。 では体格 （    

）（注）が 1 2 になると 重度と診 されます。やせているにもかかわらず活

に活動することが多く られますが、やせが くなるに って 低下や れやすさ

を感じるようになります。低 、心 低下、低体 、 、 、下 の く 、背

の い 、 の 、 の らや の が くなるといった変化が られます。過

食や嘔吐がある場合には、 の後 や の下にある が れたり、 に吐きだこが ら

れたりもします。 では 、 や 減少、 機能 、低 ン 症、

ール 症な が られます。嘔吐や下剤を大 に使うことな により や

解 をきたします。また、 しょう症や 機能障害も られます。低体重が

くと の も られるようになります。 

での変化としては、やせの で うつ気分や不安、こだわりが くなってきます。

やせていることで 感は られますが、 には自 心の低さが 在しています。 

 患者さん自 は自分がやせているとは思っていないことから、心配する の たちと

の が悪化することがあります。体 の低下に い、学 や の能 が低下するように

なり、日 生活にも 障がでてきます。 

 心 の が必要ですが、 ちらも低 がすす 治療が難しくなるため、早

の対応が求められます。 

 

）  

 性過食症とは、食べることの ント ールができなくなり、過食を に り して

しまう病気です。過食に えて、嘔吐な 、体重を やさないための行動が見られますが、

ちらも 前ではなるべく見せないようにしているため、 の は気 かないことがあ

ります。患者さんも自分では病気とは思わずに、 を求めないことが少なくありません。

治療を受けない状態が く くと、 体症状が進んだり、うつや不安が まったりすること

もあります。症状としての過食なのか、健康な にも には見られる やけ食い や 大食

い なのか がつかない場合があり、病気か うかを するのは難しい もありますの

で、病気としての 性過食症の を く ることが必要です。下記に 性過食症の症

状を 説します。 

性過食症の過食は、大 の食 を、 め ように 気に食べるのが です。

の  を して ち 食い と うこともあります。意志の で められるはず

2
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だと思われがちですが、過食は自分ではやめることができない、 ント ールできない感

が い場合が とん です。 学会の しい診 基 では、 1 でも過食があれ

治療が必要とされています。 

また、吐く、下剤を使うな 、体重を やさないための行動が見られます。過食をする

以 は食べることを制限したり、 食したりしている場合もあります。嘔吐が くと

が れたり、 の表 が で けたりすることもあります。嘔吐や下 （下剤 用の

場合）で体 の が われ、不 が ることもあります。そのため体重は で

あっても、 や心 をする必要があります。

心理的には、体重 で自 が変わったり、気分が き したりすることがありま

す。1 でも体重が えると、生きている が いと思ったりしてしまいます。また、

も く、少しでも体重が えると だと考える があります。過食の後は 感

や 感から学 や に行けなくなったり、過食 に多 のお がかかったりするな 、

生活 にも悪 が ることが少なくありません。 

 えて、 性過食症には、 うつ障害や ッ 症、 ル ールやその の の

用障害（ 用・ ）な さま まな 患が することがあります。 ー

障害 、 に 性 ー 障害の も多く見られます。過食は 減しても、

が える場合もあるので、症状の 体 をとらえて治療 を てることが重要です。 

 

ⅲ）その の摂食障害 
 その の摂食障害には、 ・制限性食 摂 症、過食性障害、 定不能の摂食障害な

があります。 

 ・制限性食 摂 症は、 的には に 症しますが、思 、 、 に

も見られる 患です。ごく少 しか食べなかったり、 定の食 を食べるのを けたりしま

す。食 があまりに少ないために体重が大 に減る、もしくは される りの が

られないことがあります。 性やせ症との いは、体重や体 へのこだわりが られない

ことです。 ・制限性食 摂 症は、もともと や の 障害として分 され

ていたもので、体重体 へのこだわりがないという点で 的な摂食障害とは っていま

す。しかし、 不 ややせを すため、やせ ・ 恐怖を表に さない 性やせ症

と することが難しい場合や、 から 性やせ症に 行するような があり、注意が

必要です。 

 過食性障害は、 性過食症と 様の過食（ ち 食い）がありますが、嘔吐や下剤の

用な の 行動がなく、 の が多いのが です。 

 定不能の摂食障害は、 記の 性やせ症や 性過食症の診 基 を には た

さなくとも、その の を示す場合です。 

 、 的な摂食障害でもその の摂食障害でも、拒食と過食を り し、診 が 行す

ることが多く見られます。 

 

                       

 
 

） の  

 
ⅰ） と性  
摂食障害は 性の 病 が いことが られています。日本でも が 1 から 3

の 性とされています。しかし、 性や の患者さんも して少なくありません。

いこ に 症して治らないまま がたち、 になる場合も多々あります。摂食障害は

わず、 ての で、 でも りうる病気です。 

 

ⅱ） 病  
患者 は 進 に多く、 の で日本の 病 は に する さです。 の

における 性やせ症の生 病 は、 性で 、 性で 3 、13 1

の で 3 と われています。 様に、 ・ の 性過食症の生 病 は、

性で 1 、 性で 1 と報 されています。 

 

ⅲ） 過と 後について 
性やせ症の患者さんは、自分が病気にかかっているという認 に しく、受診するの

が れがちです。 に体重が低下してから受診する場合や、 感、 、 な

の症状を えて非 を受診することもあります。 過は です。はじめは 行

動を わない摂食制限 の 性やせ症であったのが、 から過食と を う過食

の 性やせ症や 性過食症に 行することもよくあります。体重や 、さらに、

認 も めた には 単 の がかかることもあります。 は 2 で、

の 患より く、 度の低 に起 する 、不 、感 症、自 な が主な

要 とされていいます。 後不 として、過食嘔吐、下剤 用や 病 の さな が

られており、早 の 入が まれます。 

性過食症は、 性やせ症の 過 に過食が まり、 性過食症の診 基 に て

はまる状態となる場合もありますが、 性やせ症の診 基 は たさない いダイエッ

トから まる場合もあります。 方、 うつ状態の 過 に過食嘔吐が激しくなる場合もあ

ります。 で くなる場合もありますが、 性化する場合もあります。 行動が重症

の場合は 性化しやすく、 体症状も いため、心 からの治療が かせません。患者

さんは、過食や嘔吐を病気だとは認 していない場合も多く、過食と 行動の悪 が

化する前に受診するように勧めることが大 です。 
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Ⅲ）  

 
ⅰ） 性やせ症の治療 

治療は、食行動の 、それに う 体 の （体重 や の ）に えて、

った考え方の 、学 や 場で過ごしやすくなることな 心理 の を目 とします。

認 行動療法、家族療法な の心理療法が とされています。 療法としては の

が った考えな を らかくするかもしれませんが、 療法だけでは は解

しないことが とん です。 

患者さんは受診に 的ではない場合もあり、ご家族に れられて受診することが多い

ものです。低 による 体・心理 への悪 の は、治療動機を めるためにきわめ

て重要となります。その で、食 は しい摂 を促し、少 より 的に します。

な食 制限をしている場合には、 は ン にこだわらず、食べられるものを

やす 導を行うこともあります。それらに い様々な や が生じるため、 持的な

も必要です。家 や学 の も不可 となります。 

食 を摂 しても急激に体重が しないことを診 でともに 認し り し 感して

もらうことも、考え方や のとらえ方（認 ）の には大 です。また、 療法によ

り による心 への悪 （ 症 ）が されると、 体 の ならず認 の

がし し 見られるため、その点も患者さんに伝えます。 

対 や家族 に を抱えている場合も多く、これらの は 会 応を促進す

る で必要です。 

 にまずは 治療で治療を行いますが、低体重が著しい場合や ち がったり

を れなかったりといった体が に っている場合、この か体重が急に減った場合や、

解 な の体の ・ 症状が い場合な に、入院が必要になることがあります。

また、 治療で が見られない場合は、患者さん・ご家族と の 、入院治療が行わ

れます。 

 

ⅱ） 性過食症の治療 
治療には、過食嘔吐を減らし、うつや自 の さを し、 場での生活を けるな い

くつかの があります。ご本 は 過食をやめたい と することが多いですが、過食以

が とん 食の状態で過食をやめるのは難しいことです。 は 過食 よりも、

食 の 性や ント ール感を り すことを目 します。このために、 日の生活

ーンを し、生活の を めます。その で、 療法、心理療法（認 行動療法な

）を行います。 

としては、 （注）な の うつ剤が過食嘔吐を減らす があると われていま

す。ただし、 の については不明で、 だけでの 治は困難だと考えられています。 

認 行動療法も があります。これは、症状やその背景の気持ちを患者さんが記 し、

それを しながら、症状 ント ールについて考えていくものです。 

                       

 
 

での治療が基本ですが、生活 を できない場合、 体症状が い 、うつが

く、 をしたり 病 で治療をしたりする方が い場合は入院治療を行う場合

もあります。 

注： 的 ト ン り 害剤と われる うつ剤で、 の うつ剤より

用が少ないと われています。 
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 相談  

 
 摂食障害の を受ける際には、摂食障害の の と、 話や ール の との

方を まえておくことが必要となります。それ れの と 意点を以下に します。 

 

） の相談の  

1  ご家族からの が多い 

摂食障害の では、患者さんを心配するご家族からの が多いのが です。 

2  患者さんからの では、治療への 性や ー ンに 意が必要 

者の に、治りたい気持ちと治すのが怖い気持ちの 方があることに 意すること

が必要です。 

3  受診 が多い 

な 療機 へ を求められることが多い 方で、前 や 療体制について不 を

抱いていることも多く見受けられます。 

4  緊急性の見 めが必要 

に 性やせ症は も く命に わる 患ですが、患者さん自 にその認 が

しい場合も多く、危機 入が必要となることがあります。 

 
） 相談の 対応  

 
ⅰ） 話 の  

話での には下記のような があります。  

 性・ 性： 者は、いつでも自分の きな に きな場 から できる

さがあり、これが 大の ットです。受診への いやためらいがある方な 、 療機

につながりにくい方からの もよくあります。 

 性： での は、安心して自分のことを ることができる 点がある 方で、

のある 態度も きやすく、 的な ーは難しいという 点があります。 

 

ⅱ）対応の基本  
記の を まえ、 の大 としては、 話 の目的や困っていることを 認し、

その目的にかなうような情報 を 的に行いながら、必要な対応（情報 や病院

な ）を行う必要があります。その際の基本的な態度としては、 かい 気で、受 的・

共感的な で話を くことが大 です。 に患者さんの場合には、 話をかけてきたこと

を らい、治療や に対して前 きな態度を しつつ、治療への ー ンを

める対応が必要です。 者がこちらを できる 家と感じなけれ 、 際の受診につ

ながりません。 

 

                       

 
 

ⅲ）話の き方 
が まった 後から 早に するのは、 ましくありません。まずは

いただきありがとうご います と感 の を べた で、 今日は のようなことでお

困りでしょうか というように、自 に えられる いかけから入ってください。ある

度話が進んだとこ で、 々に情報 を行いましょう。 

を受ける際には共感的態度が大 です。あい ちを ったり（ ええ 、それで ）、

の を反 したり（ なのです と感じるのです ）、要 したり（ お話を

まとめると ということです ）することで話を いてもらったという 感が持てます。

さらに、 がとてもつらい（ しい）のです というように気持ちを表す を り

すと、自分の を に すように、自分の気持ちを見つめ す機会が生まれます。 

摂食障害の をいつも受けているような ンであれ 、状 に応じて に対応

できるでしょう。しかし が少ない 者でも対応できるよう、 によくある へ

の対応の要点を示しました。 

者の 点を したり、 したりすることは えましょう。 者が して受

診を恐れたり、 したりしてしまうことになりか ません。 

 

ⅳ）話を きす ない 
 しているようですが、 話 では 制限に話を きす ないようにしましょう。話

すだけですっきりしてしまうと 際の受診につながらず、 に困ったときに じような

話をしてくるだけになるからです。 え より な イ を るために 療機 へ

の受診を勧めることや、 の制限を けることも です（2 1 度 までの

の は 1 分です。なるべく 3 分以 の にと め、 んなに くても 1

を えないようにしましょう）。 

 

） で伝えるべき も重要なこと 
者に安心してもらうために、 のことを伝えます。 

 の は られること 

 治療できる 療機 は 在し、 者が すれ できること 

 は可能であり、 際に している は いること（しかし 単に治るかのよう

に話すことは べきです） 

 

Ⅲ） 相談の 対応  

ールによる は患者さん本 またはご家族からのものが 心になります。その

は基本的には病気を治したいという が 心です。また、患者さんにせよご家族にせよ、

苦し を かに いてもらいたいという気持ちで ールしてくることもし し です。

さに しては、症状や過 の病 を に いてあるものから、 んの 1 行で わっている

ものまで、様々になります。 
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 を受ける としての 点は、ある 度考えたり ッ で したりしてから

できる の を持てることです。 者の 場からすると、 話よりも 性と

を ったまま できることが となります。イン ー ットでの ー ン

に れた い では、 ールの方が しやすいと感じるかもしれません。 

しかし 者が気持ちを するだけで の解 につながらないような 態に るの

は けたいとこ です。要 を ない ールの行き を り すのも けましょう。 

にあたっては、患者さんまたはご家族が病気により苦しんでいることに対する共感、

らいの を必ず添えるようにしましょう。苦し を理解して しい患者さん、ご家族

にとって いとなるはずです。 

 

ⅰ）状 や目的の明 な ールへの  
 現在の状 や目的が明 に かれた ールの場合、 度 すれ するでしょう。 

え 、体重が で 体的 が少なく、 ン ーの 在する自治体 に ん

でいる摂食障害患者さんからの受診 を えて しいという であれ 、 となる

療機 の 前と を えれ よいはずです。 

 

ⅱ） 話 への 行 
 しかし基本的な情報や の目的がはっきりしないこともし し です。その場合の対

応として、 話 につな ることがまず考えられます。その場で現在の状 や を き

ながら な対応ができる ットを説明して、 話 への 行を促して ましょう。 

ただし、 ール を行っている ン ーでは、 の として 話も用意してい

ます。その であえて ールを した 者は、 話 の に の 合で 話

できない、あるいは 話すことに を感じているといった 情があるのかもしれませ

ん。患者さんがそ にいるため 話ができないご家族もいます。 話 への 行を勧めて

も、いつもうまくいくとは限りません。 話への 感もあり る以 、 ールの で話

しやすそうだ、話を いてもらえそうだという を 者に持ってもらうことが大 で

す。その意 で べた共感、 らいの が重要な意 を持ってくるでしょう。

めから 話と ールの ちらを するか、 て ることも です。 

 

ⅲ） ールでの んだ  
 話でなく ールでの を けることを した場合、あるいは ン ーの

した方 として ールでの対応を する場合、不 している情報を えのない で

えてもらうように しましょう。 と体重、 、症状、 は に重要な情報

となります。はっきりと 目を しないと、とりとめのない ールを 度もやり り

することになりか ないので気を けてください。 

 患者さんからの病気を治したいという は、 療機 を受診したいというものと、 療

機 にかかりたくはないが自 で とかしたいというものに大 されます。 の 際は

                       

 
 

話 と基本的に じです。 療機 の受診に しては ン ーの病院 の

れに え よいでしょう。自 で とかしたいという については、 話 の場合と

じく、 しい食 をとることや、食 記 をとること、な の をして ます。し

らくやって がなけれ な 療機 を すると、必ず け えておきましょう。低

体重では自 での はさらに難しくなることもはっきり伝えなけれ なりません。 

ご家族からの としてよくあるのは、 う していいかわからない 、 病院にかかっ

てくれない な です。これらについても、ご家族 け 話 の で説明しているやり方

で対応できるはずです。 

 

ⅳ） 話 を促す の要点  
下記の を り ましょう。 

 ール、 へのお  

 への共感や らいの  

・ い思いへの共感 大変つらい思いをされていることとお しいたします  

・ への の気持ちに共感する には なさったかもしれません  

 話の促し： 

・ をすすめるために気持ちを理解したいことを伝える 

・ ールでは難しい（わかりにくい） もあることを伝える 

・ の状 に配慮しつつ、 度お 話いただけないかと る 

 話 と 可能日 を明記する 

 

）情報 が少ない ールへの の要点 
下記の を り ましょう 

 ール、 へのお  

 症状に困っていることへの共感や したことへの らいの  

 するために情報を たいので、 し えない で えていただきたいという  

 えていただきたい情報の ト 

）  

） 、体重 

）   

） に困っている症状 

） 療機 に 院 か うか 

） 療機 の を されるか 

） お まいの 、 （ な 療機 をご できるよううかがっています） 

・ の  

な をするうえで情報が必要であることと、 をお ちしていることを伝える 
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できない、あるいは 話すことに を感じているといった 情があるのかもしれませ
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えてもらうように しましょう。 と体重、 、症状、 は に重要な情報

となります。はっきりと 目を しないと、とりとめのない ールを 度もやり り

することになりか ないので気を けてください。 

 患者さんからの病気を治したいという は、 療機 を受診したいというものと、 療
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れに え よいでしょう。自 で とかしたいという については、 話 の場合と
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らくやって がなけれ な 療機 を すると、必ず け えておきましょう。低

体重では自 での はさらに難しくなることもはっきり伝えなけれ なりません。 

ご家族からの としてよくあるのは、 う していいかわからない 、 病院にかかっ

てくれない な です。これらについても、ご家族 け 話 の で説明しているやり方
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・ い思いへの共感 大変つらい思いをされていることとお しいたします  
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下記の を り ましょう 

 ール、 へのお  
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）過食嘔吐をやめたいという への の要点（ に受診 がない場合） 

 ール、 へのお  

 過食がやめられない さへの共感 

 過食をとめる方法についての 的な イ → を参  

 そのようなやり方を して てもうまくいかなかた場合は、またご しいこと 

 お まいの を えていただけれ 、摂食障害の治療を行っている 療機 の が

可能なこと 

 の  

情報が 者様の にとって少しでもお に て いです。  

かご不明の点な ご いましたら 慮なくお ください。 な  

  

）  

 基本的には、 記 ー を参 に下記の情報を します。 

き らしのないようにするためは、 を に いて、 ッ しながら くとよ

いでしょう。しかし 者が話したくないと拒んだ には、あまり まないでおいて

ください。こちらから 方的に するのではなく、 の で自 に たり、 の目

的のために必要であることを説明したりしながら ることが大 です。 

 

情報 の  

 、性 、 、体重 

 まい（ 、 ） 

 患者の 性（学生、 、主 な ） 

 食行動 の 態（やせ、食 制限、過食、 行 、過活動な ） 

 体の症状、 症状（ 、 不安定、 きこもり） 

 行動 の の （万引き、自 、自 、 用、 な ） 

 患の （うつ、不安、 障害、 ル ール な ） 

 摂食障害の受診状  

 家族との 、家族の対応（ 者が患者の場合） 
 

） の 対応 

患者さんの体 低下が著しい場合、自 ・自 な の危険性が し っている場合は、

緊急の対応が必要です。患者さんからの で状 が していたら、ご家族に わっても

らう、ご家族の を えてもらうといった対応が必要になる可能性もあります。ご家族

に緊急性の 基 を伝えることも重要です。 

に  14 （ 学生では から明らかに れる場合）は 療機 の受診を

く勧める必要があります。しかし 的に命 するような態度は け、あくまで 者を心

配していること、 体の状態を に べるには 療機 を受診する必要があることを

                       

 
 

しましょう。 

自 を り す場合、 し って自 したい気持ちを える場合には 受診を勧め

て下さい。 

さらに、表 2 のような 体症状や行動のいずれかが見られた場合は、早急な 療的 が

必要です。生命の危険が いと思われる場合には、 の 急 療との も します。

入院や活動制限の目安は表 3 に示しています。 

 

表 ：緊急の 療的 が必要な イン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：体 ・ ・ は、 になって安 にして るように伝えます。 って ると

めに ることがあるので注意すること。 

エキ ート ン ン による摂食障害に する学 と 療のより い のため

の対応 より 変 

 

  

急激なやせの進行 

意 障害（ んやりする、記 低下な ） 

とん も食べない 

とん も まない 

低体 （体 が ） 注 

低 （ の が 以下） 注 

（ が 分 ） 注 

不 がある 

著しい （ の が している、 が ないな ） 

著しい の低下（ から ち がれない、 を れないな ） 

らつき  

い  

（ く が い） 

低 症（ 、 んやりする） 
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 患者の 性（学生、 、主 な ） 

 食行動 の 態（やせ、食 制限、過食、 行 、過活動な ） 

 体の症状、 症状（ 、 不安定、 きこもり） 

 行動 の の （万引き、自 、自 、 用、 な ） 

 患の （うつ、不安、 障害、 ル ール な ） 

 摂食障害の受診状  

 家族との 、家族の対応（ 者が患者の場合） 
 

） の 対応 

患者さんの体 低下が著しい場合、自 ・自 な の危険性が し っている場合は、

緊急の対応が必要です。患者さんからの で状 が していたら、ご家族に わっても

らう、ご家族の を えてもらうといった対応が必要になる可能性もあります。ご家族

に緊急性の 基 を伝えることも重要です。 

に  14 （ 学生では から明らかに れる場合）は 療機 の受診を

く勧める必要があります。しかし 的に命 するような態度は け、あくまで 者を心

配していること、 体の状態を に べるには 療機 を受診する必要があることを

                       

 
 

しましょう。 

自 を り す場合、 し って自 したい気持ちを える場合には 受診を勧め

て下さい。 

さらに、表 2 のような 体症状や行動のいずれかが見られた場合は、早急な 療的 が

必要です。生命の危険が いと思われる場合には、 の 急 療との も します。

入院や活動制限の目安は表 3 に示しています。 

 

表 ：緊急の 療的 が必要な イン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：体 ・ ・ は、 になって安 にして るように伝えます。 って ると

めに ることがあるので注意すること。 

エキ ート ン ン による摂食障害に する学 と 療のより い のため

の対応 より 変 

 

  

急激なやせの進行 

意 障害（ んやりする、記 低下な ） 

とん も食べない 

とん も まない 

低体 （体 が ） 注 

低 （ の が 以下） 注 

（ が 分 ） 注 

不 がある 

著しい （ の が している、 が ないな ） 

著しい の低下（ から ち がれない、 を れないな ） 

らつき  

い  

（ く が い） 

低 症（ 、 んやりする） 

13

5972.indd   13 2019/03/13   11:17



                       

 
 

表 ：やせと活動制限の目安（ 以 ） 
 

体重

（ 法） 

1 の 

場合の体重 

体状  活動制限 

 2 3  

 

的合 症の 
可能性が い 

入院による 療法の 対 応

以下の患者の に低 に

よる意 障害 

 2 3 34   低限の日 生

活にも 障があ

る 

入院による 療法が  

・ に摂食の による体重

は困難 

・日 生活に 障が多く、 の

危険あり 

 34 3 2  の日 生

活にも 障があ

る 

自 療 が ましい 

・ 学・ は けるべき 

・あえて する場合は対応が必

要（ 学 の き添い、 の

、 日 学、 健 での 食・

体 、 な ） 

 3 2 3   の日 生

活は可能 
き 学・ の 可 

・激しい 動や重 （ 、

、 、 、体 会

活動 ） 

以  3   の日 生活

は可能 
学・ の 可 

・重 の 体活動を状 に応じ

て 可 

 

性食 不 症のプ イ のための イ イン 2 より。 変。 

 注意：あくまで 1 以 の目安です。 以下の場合は を 認しましょう。 

 

法による 体重の 法 

 体重 

1 以  （ 1 ）  

1 1  （ 1 ） 4  

1 以下 （ 1 ） 

  

                       

 
 

  対応  

 

） 相談   

ポイント： における な 療機 の受診を勧める 
 受診 においては、 者の状態と を考慮して、 における な 療機

の受診を勧めることが必要となります。その の 情にあった の トや の

の ルを用意しておくことが大 です。 話をしてこられた患者さんやご家族

がそれ以 の病院 しをしないで ように、 体的な病院 を られるようにしてお

きます。なお、 の の 方からの に対しては、 ン ーが ーする

の （基本的には ）をお伝えし、お いの の 健 ン ーにも す

るように勧めましょう。 

 

） からの相談への対応 

 相談 への  

摂食障害患者さんはし し 病気であるという自 が少なく、治療を拒 ことがありま

す。 ン ーに を り、 をするということは、自分の状態は病気ではないか、

治療しなけれ ならないのではないか、と考え めているということであり、 への を

めていると っていいでしょう。 その点を して めてあ てください。 

しかし 的に治療をするべきか うか っていることも多く、 重に対応する必要が

あります。また、不安が く、気持ちの落ち を うことも多いので、 し方には注意が

必要です。 の基本 、 き るべき情報、重症度・緊急性の な は、 の に示

す りの対応を心がけてください。ここでは患者さんからし し されることに う

対応したらよいかを 心に べることにします。 

 

ⅰ）診 について 
 ポイント： ではない ー ー ーの限 を伝える 
      な診 を るための受診を勧める 
 は摂食障害なのでしょうか という を受けることはよくあります。しかし、

を受ける ー ー ーは ではありませんし、 診 をしているわけでもあり

ませんから、診 を下すことはできません。前 としてその限 は話しておきましょう。

き った症状から摂食障害の可能性があることを伝え、 な診 を りたいのであれ

療機 で診 を受ける必要があることを伝えて、受診を勧めましょう。 
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表 ：やせと活動制限の目安（ 以 ） 
 

体重

（ 法） 

1 の 

場合の体重 

体状  活動制限 

 2 3  

 

的合 症の 
可能性が い 

入院による 療法の 対 応

以下の患者の に低 に

よる意 障害 

 2 3 34   低限の日 生

活にも 障があ

る 

入院による 療法が  

・ に摂食の による体重

は困難 

・日 生活に 障が多く、 の

危険あり 

 34 3 2  の日 生

活にも 障があ

る 

自 療 が ましい 

・ 学・ は けるべき 

・あえて する場合は対応が必

要（ 学 の き添い、 の

、 日 学、 健 での 食・

体 、 な ） 

 3 2 3   の日 生

活は可能 
き 学・ の 可 

・激しい 動や重 （ 、

、 、 、体 会

活動 ） 

以  3   の日 生活

は可能 
学・ の 可 

・重 の 体活動を状 に応じ

て 可 

 

性食 不 症のプ イ のための イ イン 2 より。 変。 

 注意：あくまで 1 以 の目安です。 以下の場合は を 認しましょう。 

 

法による 体重の 法 

 体重 

1 以  （ 1 ）  

1 1  （ 1 ） 4  

1 以下 （ 1 ） 

  

                       

 
 

  対応  

 

） 相談   

ポイント： における な 療機 の受診を勧める 
 受診 においては、 者の状態と を考慮して、 における な 療機

の受診を勧めることが必要となります。その の 情にあった の トや の

の ルを用意しておくことが大 です。 話をしてこられた患者さんやご家族

がそれ以 の病院 しをしないで ように、 体的な病院 を られるようにしてお

きます。なお、 の の 方からの に対しては、 ン ーが ーする

の （基本的には ）をお伝えし、お いの の 健 ン ーにも す

るように勧めましょう。 

 

） からの相談への対応 

 相談 への  

摂食障害患者さんはし し 病気であるという自 が少なく、治療を拒 ことがありま

す。 ン ーに を り、 をするということは、自分の状態は病気ではないか、

治療しなけれ ならないのではないか、と考え めているということであり、 への を

めていると っていいでしょう。 その点を して めてあ てください。 

しかし 的に治療をするべきか うか っていることも多く、 重に対応する必要が

あります。また、不安が く、気持ちの落ち を うことも多いので、 し方には注意が

必要です。 の基本 、 き るべき情報、重症度・緊急性の な は、 の に示

す りの対応を心がけてください。ここでは患者さんからし し されることに う

対応したらよいかを 心に べることにします。 

 

ⅰ）診 について 
 ポイント： ではない ー ー ーの限 を伝える 
      な診 を るための受診を勧める 
 は摂食障害なのでしょうか という を受けることはよくあります。しかし、

を受ける ー ー ーは ではありませんし、 診 をしているわけでもあり

ませんから、診 を下すことはできません。前 としてその限 は話しておきましょう。

き った症状から摂食障害の可能性があることを伝え、 な診 を りたいのであれ

療機 で診 を受ける必要があることを伝えて、受診を勧めましょう。 
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ⅱ）過食・ 行動への対  

 ポイント： しい食 の重要性を伝える 
      過食したい 動への対 法を伝える 
      行動の を伝える 
      →うまくいかない場合、低体重の進行の場合は 療機 を勧める 
過食や 行動の苦 を え、過食を とかやめたいが、 療機 の受診はしたくないと

いう は少なくありません。体重が で 体的な障害が少ない 性過食症、過食

性障害の患者さんでは、 にこういう が多くなります。 

 過食を減らすためには、 しく食 をとることが重要であることを説明しましょう。

から食 を制限していたり、過食しても嘔吐して したりしてしまうと 体は 不

になり 状態に ってしまうこと、 状態にあることが過食 動を めることを説

明しましょう。 食をきちんと食べて 食もとること、起きて活動している は、 以

も食べない を らないようすることを勧めてください。これを 行できれ

々に過食したい気持ちが治まってきます。 

 過食したい 動への対 の 方も伝えます。過食したくなったら か かのことをする

ように勧めましょう。 え 、 をかんだり をなめたりすることや、 に会ったり、

な の自分が しいことをするように します。 

 また、食 を記 することも勧めます。摂食 を 的に記 することで食行動を見つめ

なおし、 の を見つけるきっかけになります。 

 行動がある場合には、嘔吐しても 際に の のものをすべて吐きだすのは困難で

あること、下剤では の を ることはできないこと、 を られるのは 解

と 分の であることを説明します。嘔吐をしたり下剤を使うことで 解 と に

なること、その 、心 の きが れて不 になったり、 に がかかることを話

しましょう。 

 もし しい食 、 動への対 、食 記 、 行動をやめる をしてもうまく行

かないようなら、 療機 を受診するように勧めましょう。 

 過食 をする低体重がある患者さんでも、 療機 には行かずに、自分で とかしたい

と えることがあります。低体重では も 不 になって しく かなくなっているた

め、自分で行動を変えるのが非 に難しくなっていることを説明しましょう。 療機 を受

診することを すべきであることを話し、それでも受診を 意できなかった場合に 記

の対 法を話してください。うまく行かない場合や、さらに体重減少が進行した場合はでき

るだけ早く 療機 を受診するように、 を した方がよいでしょう。 

 

  

                       

 
 

ⅲ）摂食の と について 
 ポイント： な食 制限の場合→食べられるものの を やす 

ン は気にしないように伝える 
定食や の 前 を参考にするように伝える 
→うまくいかない場合は 療機 を勧める 

 を食べたらいいかわからない、 に食べる が れだけなのかわからない、これを自

で とかしたいという もよくあります。 

 な食 制限を行っている場合、食べられるものの を少しでも やすことを勧め

て ましょう。 なく食べられるもの、 対に食べられないもの、がん れ 食べられそ

うなものの トを り、がん れ 食べられそうなものに してもらうことも考えら

れます。 は の ン をあまり気にしないようにして わないと話しましょう。食

べられるもの が えてくれ 、 々に ン は するはずだからです。 

 過食する患者さんの場合でも な食 制限をしていて、 しきれずに過食が まる

ことはよくあります。 を制限し を過食しているのか 認すると、制限しているもの

過食したくなることが多いものです。 に制限をやめて に食べた方が過食 動は治ま

るものであると話して ましょう。 

 食 制限をする患者さんであっても、過食する患者さんであっても、 に食べる が

わからない と することはよくあります。 りのご家族や が食べる 、学 食や

食 で される定食 、あるいは の 分をよく見て参考にするよう話して下さ

い。しかし急に の食 に すことはかなり困難です。摂食 の少ない場合は、 で

も多く食べる を やして ることから めて るように勧めましょう。過食の場合、

を減らすこと、あるいは たりの に制限を けることな を して ましょう。 

 以 を てもうまく行かなかったら、 療機 を受診するよう勧めましょう。低体重が

ある場合、自 での はさらに困難であると を してください。 

 

ⅳ） にたい気持ち 
ポイント： にたい つらい気持ちを反 し、受け める 
     受診を勧める 
     し った した え→ご家族・ への を考慮 

 患者さんが にたい と話す可能性もあります。そのような場合、 に し、

にたいと思う つらい気持ちなのです というように気持ちを反 する表現を用

いて気持ちを受けとめましょう。その で、摂食障害の症状のためにつらい思いをしている

のであれ 、 な 療機 で治療を受けて すれ にたい気持ちも まるものであ

ると話して て下さい。くれ れも早まったことをしないよう していただきます。 に

たい気持ちを えられなけれ の受診を勧めます。より し って した えの

場合は、ご家族への 、 への も必要になる可能性があります。 
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ⅱ）過食・ 行動への対

ポイント： しい食 の重要性を伝える

過食したい 動への対 法を伝える

行動の を伝える

→うまくいかない場合、低体重の進行の場合は 療機 を勧める

過食や 行動の苦 を え、過食を とかやめたいが、 療機 の受診はしたくないと

いう は少なくありません。体重が で 体的な障害が少ない 性過食症、過食

性障害の患者さんでは、 にこういう が多くなります。

過食を減らすためには、 しく食 をとることが重要であることを説明しましょう。

から食 を制限していたり、過食しても嘔吐して したりしてしまうと 体は 不

になり 状態に ってしまうこと、 状態にあることが過食 動を めることを説

明しましょう。 食をきちんと食べて 食もとること、起きて活動している は、 以

も食べない を らないようすることを勧めてください。これを 行できれ

々に過食したい気持ちが治まってきます。

過食したい 動への対 の 方も伝えます。過食したくなったら か かのことをする

ように勧めましょう。 え 、 をかんだり をなめたりすることや、 に会ったり、

な の自分が しいことをするように します。

また、食 を記 することも勧めます。摂食 を 的に記 することで食行動を見つめ

なおし、 の を見つけるきっかけになります。

行動がある場合には、嘔吐しても 際に の のものをすべて吐きだすのは困難で

あること、下剤では の を ることはできないこと、 を られるのは 解

と 分の であることを説明します。嘔吐をしたり下剤を使うことで 解 と に

なること、その 、心 の きが れて不 になったり、 に がかかることを話

しましょう。

もし しい食 、 動への対 、食 記 、 行動をやめる をしてもうまく行

かないようなら、 療機 を受診するように勧めましょう。

過食 をする低体重がある患者さんでも、 療機 には行かずに、自分で とかしたい

と えることがあります。低体重では も 不 になって しく かなくなっているた

め、自分で行動を変えるのが非 に難しくなっていることを説明しましょう。 療機 を受

診することを すべきであることを話し、それでも受診を 意できなかった場合に 記

の対 法を話してください。うまく行かない場合や、さらに体重減少が進行した場合はでき

るだけ早く 療機 を受診するように、 を した方がよいでしょう。

ⅲ）摂食の と について

ポイント： な食 制限の場合→食べられるものの を やす

ン は気にしないように伝える

定食や の 前 を参考にするように伝える

→うまくいかない場合は 療機 を勧める

 を食べたらいいかわからない、 に食べる が れだけなのかわからない、これを自

で とかしたいという もよくあります。

 な食 制限を行っている場合、食べられるものの を少しでも やすことを勧め

て ましょう。 なく食べられるもの、 対に食べられないもの、がん れ 食べられそ

うなものの トを り、がん れ 食べられそうなものに してもらうことも考えら

れます。 は の ン をあまり気にしないようにして わないと話しましょう。食

べられるもの が えてくれ 、 々に ン は するはずだからです。

 過食する患者さんの場合でも な食 制限をしていて、 しきれずに過食が まる

ことはよくあります。 を制限し を過食しているのか 認すると、制限しているもの

過食したくなることが多いものです。 に制限をやめて に食べた方が過食 動は治ま

るものであると話して ましょう。

 食 制限をする患者さんであっても、過食する患者さんであっても、 に食べる が

わからない と することはよくあります。 りのご家族や が食べる 、学 食や

食 で される定食 、あるいは の 分をよく見て参考にするよう話して下さ

い。しかし急に の食 に すことはかなり困難です。摂食 の少ない場合は、 で

も多く食べる を やして ることから めて るように勧めましょう。過食の場合、

を減らすこと、あるいは たりの に制限を けることな を して ましょう。 

 以 を てもうまく行かなかったら、 療機 を受診するよう勧めましょう。低体重が

ある場合、自 での はさらに困難であると を してください。

ⅳ） にたい気持ち

ポイント： にたい つらい気持ちを反 し、受け める

受診を勧める

し った した え→ご家族・ への を考慮

 患者さんが にたい と話す可能性もあります。そのような場合、 に し、

にたいと思う つらい気持ちなのです というように気持ちを反 する表現を用

いて気持ちを受けとめましょう。その で、摂食障害の症状のためにつらい思いをしている

のであれ 、 な 療機 で治療を受けて すれ にたい気持ちも まるものであ

ると話して て下さい。くれ れも早まったことをしないよう していただきます。 に
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）すでに 療機 を受診している場合 
ポイント：現状への不 を する 
     治療は 単 なので、主治 とよく するよう伝える 
     機 を の場合→主治 の 解と診療情報 を て受診して 

もらう 
すでに 療機 を受診していても ン ーに してくる 者は、し し 現状

で らかの不安、不 を抱えています。現在かかっている 療機 に のような治療を受け

ているのか、 のような不安、不 があるのかを き るようにしましょう。 

 その 療機 にかかり めてあまり が っていなくて、 体的状 が し ったも

のでなかったら、摂食障害の治療には 単 の がかかるものなので、主治 とよく

しながら現在の治療を するよう勧めて ましょう。 

 の 療機 への を する場合、まず現在の主治 と して を 、診療情報

を してもらった で受診することを勧めましょう。 

 

）摂食障害治療 ン ーの の説明 

 ポイント： ン ーの と 療機 の いを説明する 
      に う場合は、 療機 と をする 
 摂食障害治療 ン ーは の摂食障害診療の を う 療機 に されてい

ます。このため ン ーと、 ン ー 療機 とを して、受診を す

る場合があります。 

 しかし ン ーはあくまでも 者の症状、状態をもとに の 療機 を す

る場です。 ン ー 療機 への受診を する があった場合には、 ン

ーの と 療機 と いを説明しましょう。 

 症状、状態を き り、 合的な として ン ー 療機 への が と

考えられた場合には、 ン ー 療機 へ することになります。 に う場

合はいったん にして、 ン ー 療機 と して り し をすること

も考えられます。入院な 緊急の対応を要する場合には やかに ン ー 療機

と を り合ってください。 

 

）受診を 意できなかった場合 
受診する 心がつかなかった場合には、いつでもまた ン ーに できることを

伝えて を しましょう。 

 

 

  

                       

 
 

Ⅲ）ご家族からの相談への対応 

 
ⅰ）基本的な患者理解と対応 

ポイント：下記のことを説明する 
ご家族は対応方法が分からず困っていることが多いため以下の点を伝えてください。 

1)  摂食障害は単なるダイエットや大食いではなく、病気です。 

2)  摂食障害は病気なので治療することで治ります。 

3)  病気になる以前に見られなかった患者さんの様々な行動や感情の変化は患者さん

の性格が変わったわけではなく病気の症状なので、それらの行動や態度を非難し

ないようにしてください。 

4)  不安や恐怖を抱える患者さんに寄り添い、共感を示すようにしてください。 

  

ⅱ）拒食と低体重に対する対応 
 ポイント：低体重が著しくない→否認について説明。落ち着いて話し合うことを勧める 
      著しい低体重や生命危機→患者の意思に反しても家族主導で受診させること

を勧める 
拒食や低体重の患者さんは自分の状態の悪さを否認（認めることができない）することが

多いです。体重減少が進んでいない場合にはそのことを説明し、患者さんの情動が安定して

いるときに患者さんとご家族が落ち着いて話し合うように勧めてください。 

著しい低体重や急激な体重減少は生命の危険があるため早急な治療が必要です。この場

合は患者さんの意志に反することがあっても、家族主導で早急に受診させることが必要で

す。緊急受診の目安は表 2 を、活動制限や入院の目安は表 3 を参考にしてください。 

 

ⅲ）過食・嘔吐・下剤使用に対する対応 
 ポイント：受診を恥じる患者の気持ちを伝え、配慮を求める 
多くの患者さんは過食・嘔吐・下剤の使用を苦しいと感じていますが、羞恥心や治せない

症状だと思っているために受診しないことがあります。ご家族に患者さんのそのような気

持ちへの理解を促すことが必要です。ご家族が患者さんに受診を促す際は、患者さんの気持

ちに配慮しつつ、過食・嘔吐・下剤の使用は摂食障害の症状であることや、治療でよくなる

可能性を伝えるようにお勧めします。 

 

ⅳ）万引きへの対応 
 ポイント：摂食障害の治療を勧める 
摂食障害の方には、健康な方に比べて万引き、とりわけ食品の万引きが多く起こりえます。

そのことをお伝えし、万引きの背景となっている摂食障害の治療を行うことの必要性を伝

えましょう。（注：万引きへの対応には様々な意見があり、現在日本摂食障害学会のワーキ

ンググループで話し合いがもたれています。今後の情報に注意を払うことが必要です） 
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）受診拒否・治療の自 への対応 
ポイント：家族から、患者の気持ちに配慮しながら治療の必要性を説明してもらう 

      には家族主導での受診が必要 
ⅰ） ⅳ）に配慮しつつ、ご家族より患者さんに治療の必要性を説明し、受診を促してく

ださい。ただし、治療の必要性を く認めようとせず、受診や治療の意志がない患者さんに

対しては、患者さんの意志に反することがあっても、家族主導で受診させることが必要な場

合もあります。患者さんが受診や入院に 意しないからといって患者さんの意見を 重し

て治療を受けさせなけれ 、治療の機会を して病気がさらに悪化し、 化・ 性化する

恐れがあります。 

ご家族が 療者や治療 に がある場合、 めご家族が治療者と に して

を解 しておき、主治 とご家族が 体となって治療することが まれます。 

 

） ）からの相談への対応 

 

ⅰ） 療機 からの への対応 
 ポイント： ・患者の状態を考慮し、 を 定 

療機 からは、受診した摂食障害が われる患者さんを 病院につな る目的で、受

診 に する い合わせが多く られます。 、患者さんの状態を考慮し を

定します。 

また重 な ー も多いため、その場合は入院も に入れて対応できる病院を考慮し

てください。 

 

ⅱ）学 からの への対応 
 ポイント：摂食障害の について説明し、 の受診を勧める 
      摂食障害に する学 と 療のより い のための対応 を  

や生 が 食を食べない、健康診 で体重が していない、摂食障害か うか、そ

の場合の対応、受診 についてな の が多く、 からの い合わせが多く られ

ます。 や生 は、これまで 療機 を受診したことがない場合が多いので、摂食障害の

について説明し、 の受診を勧めてください。 に 学生以 で  14 （

学生では から明らかに れる場合）は 療機 の受診を く勧める必要がありま

す。さらに緊急対応が必要な場合や学 における活動制限については表 2、表 3 を参 して

伝えましょう。 

や の れ、 な を受診したことが に られたくないな のため、受診

を拒否していることも多く られます。受診の必要性について、それを促す対応法について

説明しておく必要があります。受診拒否の場合はその理 を し、安心して受診できるよ

う配慮します（ え 、 日 や な ）。まずは 療機 への受診の前 とし

て、 体的 の のために、受診しやすい や を勧めることが 的な場合も

                       

 
 

あります。 体的な対応については、 摂食障害に する学 と 療のより い のため

の対応 （ 生 学 摂食障害の診療体制 に する ）

を参考にすることを勧め、必要な場合は します。 や 者との も大 であるこ

とを伝えましょう。 

 

ⅲ）行 機 からの への対応 
ポイント：摂食障害の主な を説明し、受診を勧 する 

健 や 自 が患者さんやご家族から摂食障害の を めて受け、対応や病院

目的で があることが多いです。また を受けた ー が摂食障害なのかという

も多く られます。摂食障害の主な を説明し、受診を勧 するよう伝えましょう。 
  

20

5972.indd   20 2019/03/13   11:17



                       

 
 

）受診拒否・治療の自 への対応 
ポイント：家族から、患者の気持ちに配慮しながら治療の必要性を説明してもらう 

      には家族主導での受診が必要 
ⅰ） ⅳ）に配慮しつつ、ご家族より患者さんに治療の必要性を説明し、受診を促してく

ださい。ただし、治療の必要性を く認めようとせず、受診や治療の意志がない患者さんに

対しては、患者さんの意志に反することがあっても、家族主導で受診させることが必要な場

合もあります。患者さんが受診や入院に 意しないからといって患者さんの意見を 重し

て治療を受けさせなけれ 、治療の機会を して病気がさらに悪化し、 化・ 性化する

恐れがあります。 

ご家族が 療者や治療 に がある場合、 めご家族が治療者と に して

を解 しておき、主治 とご家族が 体となって治療することが まれます。 

 

） ）からの相談への対応 

 

ⅰ） 療機 からの への対応 
 ポイント： ・患者の状態を考慮し、 を 定 

療機 からは、受診した摂食障害が われる患者さんを 病院につな る目的で、受

診 に する い合わせが多く られます。 、患者さんの状態を考慮し を

定します。 

また重 な ー も多いため、その場合は入院も に入れて対応できる病院を考慮し

てください。 

 

ⅱ）学 からの への対応 
 ポイント：摂食障害の について説明し、 の受診を勧める 
      摂食障害に する学 と 療のより い のための対応 を  

や生 が 食を食べない、健康診 で体重が していない、摂食障害か うか、そ

の場合の対応、受診 についてな の が多く、 からの い合わせが多く られ

ます。 や生 は、これまで 療機 を受診したことがない場合が多いので、摂食障害の

について説明し、 の受診を勧めてください。 に 学生以 で  14 （

学生では から明らかに れる場合）は 療機 の受診を く勧める必要がありま

す。さらに緊急対応が必要な場合や学 における活動制限については表 2、表 3 を参 して

伝えましょう。 

や の れ、 な を受診したことが に られたくないな のため、受診

を拒否していることも多く られます。受診の必要性について、それを促す対応法について

説明しておく必要があります。受診拒否の場合はその理 を し、安心して受診できるよ

う配慮します（ え 、 日 や な ）。まずは 療機 への受診の前 とし

て、 体的 の のために、受診しやすい や を勧めることが 的な場合も

                       

 
 

あります。 体的な対応については、 摂食障害に する学 と 療のより い のため

の対応 （ 生 学 摂食障害の診療体制 に する ）

を参考にすることを勧め、必要な場合は します。 や 者との も大 であるこ

とを伝えましょう。 

 

ⅲ）行 機 からの への対応 
ポイント：摂食障害の主な を説明し、受診を勧 する 

健 や 自 が患者さんやご家族から摂食障害の を めて受け、対応や病院

目的で があることが多いです。また を受けた ー が摂食障害なのかという

も多く られます。摂食障害の主な を説明し、受診を勧 するよう伝えましょう。 
  

21

5972.indd   21 2019/03/13   11:17



                       

 
 

 相談  

 

）  

 
 摂食障害は治りますか  
 患者さんに治療意 と への を抱いていただけるように配慮しながら、下記のポ

イントを伝えましょう。 

 摂食障害は基本的には治る病気です。ただし、 ながら に 化する方や、 く

なる方もいるのは です。 

 摂食障害が するまでの は、その方によってさま まで、1 で治る方も

いれ 、 かかる方もいます。 

 早く治療を できた うが が早いといわれており、摂食障害だと分かった 点

です 治療を することが ましいといえます。 

 ル ール 用（家 や 会で が生じるような ）、過食・嘔吐、下剤の大 使

用、過 に治療がうまくいかなかった、治療 の体重が低いな があると に

がかかる があります。 

 1 以 と 化した方でも、 対治る と気持ちを たに く持つことで、治療が

進 、病状が する方もいますので、あきらめずに治療を するようしましょう。 

 

 現在 院していますが、 院したいです。 うしたらいいですか   
 な そう思うのかを 、気持ちの 理を 伝います。その で、それを主治 に伝え、

よく話し会うように促しましょう。そのうえで下記のような ができます。必要と し

た場合には、 療機 の情報を します。 

 主治 が ではない場合： の受診を されてもよいかもしれません。そ

の場合も、主治 によく しましょう。多くの場合で 状が必要とされるため、

合わせて しましょう。 

 ン ンについての情報 ： ン ンという方法もありま

す。病気の診 や治療方法について、主治 以 の に意見を き、自らがよ

り い治療方法を するためのものです。 ン ンを行っている病院が

あれ 、 して てもよいかもしれません。 に する 用は、 的 険 用が

応されない自 診療のため、病院によって なります。 ン ンを受け

る場合には、主治 によく し、 状な を してもらう必要があります。 

 

） からの  

 治したいけ りたくないです。 
 りたくないと考えてしまうのは病気の本 です。怖い気持ちをもっともであると受

しながらも、 者の に治りたい気持ちがあるからこそ 話をかけてきたという理解を

                       

 
 

伝え、 らうことが重要です。そのうえで下記のことを伝えましょう。 

 により怖さは減少する：摂食障害（拒食症・過食症）が治ってくると りたくな

い という考えが少なくなります。 方、体 とは に、食べるのが怖いと感じてしま

うことがし し あります。このような食に対する怖さも病気が治ると感じなくなって

いくものです。 

 受診が必要：ここ を治すためには や心療 な で 的な 導を受けること

が必要です。自 治療ではうまくいかないことも多いので、 療機 に しまし

ょう。 

 
 治療に前 きな気持ちになりましたが、食 の がわかりません。 
 話での食 の かな 導は難しいため、 療機 を受診するようお勧めしましよう。

また、食 についての 体的な対応は、 を めてしまうことがありますので けるよう

にしましょう。必要な場合は、下記のような をします。 

 食 の目安： や 体重によって、1 日の食 の 的な目安がありますので、

学の本やイン ー ットを参考にしてください。 

 必要な摂 は分かっていても、食べられない場合：基本は 1 日 3 食を摂り、 りない

分を 食として きなものを食べる、 分が多す て食べることが難しいときは、食

を に分けるな をして ましょう。 

 

 過食をやめることができません。 うしたらいいですか   
 まず、患者さんの食 の ーンを 単に 認しましょう。過食の方にありがちなのは、

1 日 日の 、食べずに過ごし（拒食）その後に過食し、そして嘔吐な の で する

という ーンです。これでは 1 日 日を で過ごす になり、その後に 過食した

い気持ちが くなり、悪 から け せません。また、健康体重が たれているか うか

を 認し、 たれていない場合はそれに対する対応を伝えます。下記のような が考えら

れます。 

 3 食（ 食）をきちんと食べるようにしましょう。 

 食や の を くしましょう。 の を少なくすれ 、 に過食したいと

いう気持ちはおさまってきます。 

 体重が ん ん えるのではないかと心配になるかもしれませんが、 に い体重

になってくると過食したい気持ちも治ってくるはずです。 

 多くの方は ト が くなると過食が くなることを しています。過食が

の ト 解 法になっていて、だからやめられない、過食自体が ト なのに、

その解 法が過食という悪 に りがちです。食べる 以 の ト 解 法を

につけることも大 なことになります。摂食障害になった でやめてしまった が

あったら 活させるように、 がなけれ を持つことを勧めます。 

 低体重の場合：低体重はそれだけで過食を き、拒食・ 行動を けていると過食が
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）  
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り い治療方法を するためのものです。 ン ンを行っている病院が
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分を 食として きなものを食べる、 分が多す て食べることが難しいときは、食
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いう気持ちはおさまってきます。 
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の ト 解 法になっていて、だからやめられない、過食自体が ト なのに、
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につけることも大 なことになります。摂食障害になった でやめてしまった が
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まらなくなります。健康な体重に し、3 食きちんとした を食べ、拒食や 行動

をやめることで、過食が 々に することが できます。

Ⅲ）ご家族 からの  

う していいかわかりません

患者さんには気分の があり、治りたい気持ちと治りたくない気持ちで しているこ

とが多いことを伝えます。 のようなときなら ー ンがとりやすいかを 、

患者さんの気分が落ち着いているときに ー ンをとることを イ しま

す。下記のような が可能です。

患者自 も、摂食障害という病気にとりつかれて し、 しています。患者さんの

には健康な 分と病気に障害されている 分があります。体重や食 の話 かり

にならないように、それ以 の しい会話をしたり、 に かを しんだり、摂食障

害に されていない 分を大 にしながら わっていきましょう。

大 な話は、患者さんが落ち着いているときにしましょう。それも難しけれ 、 や

ールな を用いて るのはいかがでしょう。

ご家族の ン ル ル も重要です。お れではありませんか 体の が ッと

けるような、そんな心 の い も大 にしてください。

 本人（患者さん）が受診を拒否しています。どう対応したらいいですか？
 緊急性のある場合とない場合では対応が なります。 ３  緊急性の 定と対応

を参 に、受診の緊急性を し、緊急性のある場合には ルを参 に く受診を

促し、場合によっては危機 入をします。緊急性が低い場合には、下記のような イ

をします。

患者さんに対して、まず摂食障害という病気の可能性があること、それは で治そう

と思ってもなかなか難しく、 を受診し、 の イ を受けながら ち

かう必要があること、そして必ず治る病気であることを伝えましょう。

摂食障害を患っている患者さんは、もっと せたい、このままでいたいという気持ちが

心の大 分を める 方、 こかには、本 は大 だ うか、このままではいけない

と心配する気持ちを持ち合わせていると われています。その が けた に、

を受診しようと伝えると に入りやすいようです。

患者さんを心配している、大 に思っている気持ちを に して伝えるようにしまし

ょう。日 から ー ンを り、話ができる くりをしておくのも大

なことです。

日 から体 ッ をしましょう。 りが重い、反応が いな 体的に重症化し

ている場合は、患者さんが がっても受診させる必要があります。受診しやすい を

しておくことや、 急要 な の心 えも必要になります。

過食をやめさせたいけ 、やめてくれません。 う対応したらいいでしょうか

患者さんの には、ご家族に過食を めて しいという もいれ 、ご家族に過食を

められるとますます りが の もおり、 ながら しい対応と うのは

ありません。そのことを伝えた で、下記のような が可能です。

過食嘔吐は、ご本 も 恥ずかしいこと と思い、 に られたくないと く思って

いることが多く、 自分でも う めたらいいか分からない と苦しんでいることもあ

ります。

過食という行 に対応するより、苦しんでいる患者さんの話に を け、 苦しい

い と をかけてあ てください。

食べ と な、患者さんが しいと感じることのできる話 や、食生活の できて

いることに目を けた会話をここ がけましょう。そして 見 っているよ にな

りたい という気持ちを で伝えることが大 です。

過食 にご家族が のように するのが けになるか、患者さんに に て て

もよいかもしれません。

摂食障害が われる生 への プ ー は のようにしたらいいですか。（ ）

生 さんの状 を 認した で、必要な情報を伝えましょう。 的な は下記です

が、より しい情報は、摂食障害に する学 と 療のよりよい のための対応 に

示されていますので をします。また必要なら 療機 の情報を します。

患者さんは やせたい やせていることは いこと と思っており、体重のことにと

ても過 になっています。ダイ トに体格や食 の話をしないで、 が悪いので

少し話を かせて と 健 に んで、話を くようにしましょう。

・体重・ ・ を 定し、 の状態を するようにしてください。心配し

ていることを伝え 的に 健 に てもらい、可能であれ 定 的（ ）に体重

定を行い、 過を しましょう。患者さんは病 がなくやせを認めないことが と

ん です。 な の を見せながら にやさしく（ かすことなく）、そして

気 く、やせの危険性を伝えてください。 者、 （ ）と情報を共 し

をとることも大 になります。

体重が ん ん減る場合な は、早めに 者や ・学 と し、 の受診

へつないでいくことが重要になります。

摂食障害に する学 と 療のよりよい のための対応 が 学 ・ 学 ・

・大学とそれ れ けにあります。状態に応じた学 での見 り方、緊急性の 、

療機 へのつな 方については、対応する 機 の をご参 ください。

摂食障害に する学 と 療のよりよい のための対応 は、 摂食障害情報

ポー ル イト の方 からダ ン ー できます。
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まらなくなります。健康な体重に し、3 食きちんとした を食べ、拒食や 行動
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ん です。 な の を見せながら にやさしく（ かすことなく）、そして

気 く、やせの危険性を伝えてください。 者、 （ ）と情報を共 し

をとることも大 になります。

体重が ん ん減る場合な は、早めに 者や ・学 と し、 の受診

へつないでいくことが重要になります。

摂食障害に する学 と 療のよりよい のための対応 が 学 ・ 学 ・
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 相談  

担当者名 ID

相談日 　　　　年　　月　　日

相談時間 　　　　時　　分　　～　　　時　　分　（　　　分）

相談回数 初回　　・　　　　　　回目 前回　　　　年　　　　月

患者との関係

患者年齢 歳

患者性別 男　　・　　女

身長と体重 身長 cm 体重　 　　　　kg

患者の状態

患者の属性

摂食障害の
受診状況

（相談が個別症
例以外の場合）

相談経路 電話　　・　　メール　　・　　面談　　・　その他

支援センターを
知ったきっかけ

居住地域 （　　　　　　　　　）県 地域　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

相談内容 （疾患相談・対応相談・受診相談・センター業務問い合わせ・その他）←当てはまるものすべてに○

対応 （病院紹介・情報提供・助言・センター業務・その他）←当てはまるものすべてに○

連絡先
（電話番号等）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

相談記録個票 〇〇県支援センター

医療やシステム
への不満・課題

個人・専門家　備考（機関名･職名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受診中　・　入院中　・　中断中　・　未受診　・　ED以外の疾患で通院中　・
その他（　　　　　　　　　　　）・  不明

本人　・　母　・　父　・　配偶者　・　その他の家族（　　　　　　　　）
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ポスターやちらし・インターネット・メディア（　　　　　　　　　　　　　）・
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44 11  
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 合 健 ン ー 1443  
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